
平成２９年度

統一的な基準による

財 務 書 類

一 般 会 計 等



（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 50,366,170 ※ 固定負債 20,254,835

有形固定資産 47,487,907 地方債 18,653,626
事業用資産 30,465,106 長期未払金 -

土地 14,871,324 退職手当引当金 1,601,209
立木竹 4,708 損失補償等引当金 -
建物 27,132,529 その他 -
建物減価償却累計額 △ 13,054,161 流動負債 1,593,039 ※

工作物 2,809,015 1年内償還予定地方債 1,263,323
工作物減価償却累計額 △ 1,639,049 未払金 -
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 130,797
航空機 - 預り金 198,920
航空機減価償却累計額 - その他 -
その他 - 21,847,875 ※

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 340,740 固定資産等形成分 52,598,156

インフラ資産 16,449,282 余剰分（不足分） △ 21,259,194
土地 6,991,300
建物 608,390
建物減価償却累計額 △ 202,524
工作物 37,775,124
工作物減価償却累計額 △ 29,329,841
その他 -
その他減価償却累計額 -
建設仮勘定 606,833

物品 1,217,456
物品減価償却累計額 △ 643,937

無形固定資産 4,980
ソフトウェア 4,980
その他 -

投資その他の資産 2,873,283 ※

投資及び出資金 339,283
有価証券 1,409
出資金 337,874
その他 -

投資損失引当金 -
長期延滞債権 170,372
長期貸付金 704
基金 2,404,540

減債基金 -
その他 2,404,540

その他 -
徴収不能引当金 △ 41,617

流動資産 2,820,666 ※

現金預金 549,100
未収金 51,147
短期貸付金 -
基金 2,231,986 ※

財政調整基金 2,230,682
減債基金 1,303

棚卸資産 -
その他 -
徴収不能引当金 △ 11,567 31,338,961 ※

53,186,836 53,186,836

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計
資産合計 負債及び純資産合計



（単位：千円）

経常費用 13,356,180 ※

業務費用 7,070,361 ※

人件費 2,497,984 ※

職員給与費 2,059,780
賞与等引当金繰入額 130,797
退職手当引当金繰入額 -
その他 307,406

物件費等 4,398,271 ※

物件費 2,902,965
維持補修費 38,345
減価償却費 1,456,960
その他 -

その他の業務費用 174,106
支払利息 107,221
徴収不能引当金繰入額 15,871
その他 51,014

移転費用 6,285,820
補助金等 1,667,979
社会保障給付 2,823,299
他会計への繰出金 1,733,209
その他 61,333

経常収益 472,483
使用料及び手数料 209,569
その他 262,914

純経常行政コスト 12,883,697
臨時損失 78,860

災害復旧事業費 -
資産除売却損 78,860
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 -

臨時利益 -
資産売却益 -
その他 -

純行政コスト 12,962,557

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

行政コスト計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 金額



（単位：千円）

前年度末純資産残高 32,007,481 52,678,880 △ 20,671,399

純行政コスト（△） △ 12,962,557 △ 12,962,557

財源 12,281,617 12,281,617

税収等 9,535,437 9,535,437

国県等補助金 2,746,180 2,746,180

本年度差額 △ 680,940 △ 680,940

固定資産等の変動（内部変動） △ 93,145 93,145

有形固定資産等の増加 2,010,986 △ 2,010,986

有形固定資産等の減少 △ 1,535,820 1,535,820

貸付金・基金等の増加 39,927 △ 39,927

貸付金・基金等の減少 △ 608,238 608,238

資産評価差額 - -

無償所管換等 0 0

その他 12,420 12,420 -

本年度純資産変動額 △ 668,520 △ 80,725 △ 587,795

本年度末純資産残高 31,338,961 52,598,156 ※ △ 21,259,194

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

純資産変動計算書
自　平成２９年４月１日　

至　平成３０年３月３１日

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）



（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出 11,818,773

業務費用支出 5,375,093
人件費支出 2,535,312
物件費等支出 2,707,989
支払利息支出 107,221
その他の支出 24,571

移転費用支出 6,443,680
補助金等支出 1,667,979
社会保障給付支出 2,823,299
他会計への繰出支出 1,891,069
その他の支出 61,333

業務収入 12,487,926
税収等収入 9,679,479
国県等補助金収入 2,344,899
使用料及び手数料収入 207,872
その他の収入 255,676

臨時支出 -
災害復旧事業費支出 -
その他の支出 -

臨時収入 -
業務活動収支 669,153
【投資活動収支】

投資活動支出 2,050,913
公共施設等整備費支出 2,010,986
基金積立金支出 39,927
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 -
その他の支出 -

投資活動収入 750,311
国県等補助金収入 401,281
基金取崩収入 348,323
貸付金元金回収収入 707
資産売却収入 -
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,300,601 ※

【財務活動収支】
財務活動支出 1,190,335

地方債償還支出 1,190,335
その他の支出 -

財務活動収入 1,558,600
地方債発行収入 1,558,600
その他の収入 -

財務活動収支 368,265
△ 263,183

613,364
350,181

前年度末歳計外現金残高 20,121
本年度歳計外現金増減額 178,799
本年度末歳計外現金残高 198,920
本年度末現金預金残高 549,100 ※

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

前年度末資金残高
本年度末資金残高

資金収支計算書
自　平成２９年４月１日　
至　平成３０年３月３１日

科目 金額

本年度資金収支額
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一般会計等財務書類における注記 

 

１ 重要な会計方針 

 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･･････････････････････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの ･･････････････････････････再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

イ 昭和 60 年度以後に取得したもの 

取得原価が判明しているもの･･･････････････････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･････････････････････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

② 無形固定資産･･･････････････････････････････････････････････取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････････････････････再調達原価 

 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

  市場価格のないもの･･････････････････････････････････取得原価 

② 出資金 

市場価格のないもの･･････････････････････････････････出資金額 

 

      ただし、市場価格のないものについて、出資先の財政状態の悪化等により出資金の価 

値が著しく低下した場合には、相当の減額を行うこととしています。この「著しく低下した 

とき」は、出資金の価値の低下割合が３０％以上である場合に該当するものとしていま 

す。 

 

  （３）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

主な耐用年数は以下のとおりです。 

建  物       １５年～５０年 

工作物          ７年～６０年 

物  品          ２年～２０年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 
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（ソフトウェアについては、本市における見込利用期間（５年）に基づく定額法によってい 

ます。） 

③ リース資産 

所有権移転ファイナンス ・ リース取引に係るリース資産 

･･････････自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

 

（５）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金、長期延滞債権、長期貸付金及び基金貸付金の徴収不能又は回収不能に備え 

るため、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

 退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から、既に職員に対し退職 

手当として支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のう 

ち、本市へ按分される額を加算した額を控除した額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額 

の見込額について、全支給対象期間に対する本会計年度の支給対象期間の割合を乗 

じた額を計上しています。 

 

（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス ・ リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス ・ リース取引（リース期間が 1 年以内のリース取引及びリース 

料総額が３００万円以下のファイナンス ・ リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ ア以外のファイナンス ・ リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング ・ リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

（７）資金収支計算書における資金の範囲 

現金 ・ 普通預金 ・ 定期預金 

なお、現金 ・ 普通預金 ・ 定期預金には、出納整理期間における取引により発生する資金 

の受払いを含んでいます。 

 

（８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

①消費税等の会計処理 
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消費税等の会計処理は、税込方式としています。 

②物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が５０万円（美術品は３００万円）以上の場合に 

資産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

③資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が６０万円以上であるとき、その修繕に 

係る支出が当該償却資産の資産価値を高め、又はその耐久性を増すこととなると認めら 

れるかどうかを判断し、認められる部分に対応する金額を資産の取得金額として処理して 

います。 

 

２ 重要な会計方針の変更等 

 

（１）会計方針の変更 

平成２８年度から「統一的な基準による地方公会計マニュアル」に基づき財務書類を作成し 

ています。 

（２）表示方法の変更 

該当はありません。 

（３）資金収支計算書における資金の範囲の変更 

該当はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

 

（１）主要な業務の改廃 

該当はありません。 

（２）組織 ・ 機構の大幅な変更 

該当はありません。 

（３）地方財政制度の大幅な改正 

該当はありません。 

 （４）重大な災害等の発生 

該当はありません。 

 

４ 偶発債務 

 

  会計年度末においては現実の債務ではないが、将来、一定の条件を満たすような事態が生じた

場合に債務となるものは、次のとおりです。 
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（１） 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

                                                                      (単位：千円) 

 

団 体 名 称 

 

総   額 

 

うち確定債務額 

 

うち未確定債務額 

未確定債務額の 

 

うち引当金計上額 

葛城市土地開発公社 ３，５００，０００          ０ ３，５００，０００            ０ 

 

（２）係争中の訴訟等で損害賠償等の請求を受けているもの 

該当はありません。 

 

５ 追加情報 

 

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

一般会計 

霊苑事業特別会計 

住宅新築資金等貸付金特別会計 

学校給食特別会計 

② 一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異 

差異はありません。 

③ 地方自治法第２３５条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出 

  納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数と 

しています。 

④ 各項目の金額を表示単位未満の金額で四捨五入しているため、合計金額等が一致しな 

い場合があります。 

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次の 

とおりです。 

                                                       （単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

―          ― ６．４ ５０．０ 

⑥ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額  

該当はありません。 

⑦ 繰越事業に係る将来の支出予定額  

繰越明許費（地方自治法第 213 条）  (一般会計)           １７８，６９４千円 

継続費の逓次繰越額（同法施行令第 145 条第 1 項） (一般会計) 

                    ５，２５６千円 
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⑧ 過年度修正等に関する事項 

該当はありません。 

 

（２）貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

該当はありません。 

 

  ② 減債基金に係る積立不足額 

該当はありません。 

 

③ 基金借入金（繰替運用） 

  歳計現金に不足が生じる場合、効率性を勘案のうえ歳計現金への繰替運用を図ってい 

ます。 

 
④ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政 

需要額に含まれることが見込まれる金額                  １６，７１４，０８８千円 

 

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次 

のとおりです。 

標準財政規模 ８，８６８，０１１千円 

一般会計等に係る地方債の現在高 １９，９１６，９４９千円 

一般会計等以外の特別会計に係る地方債の償還に充てるための 

一般会計等からの繰入見込額 ６，１８５，７８６千円 

将来負担額 ２８，１０６，６８０千円 

充当可能基金額 ３，４６０，４０４千円 

特定財源見込額 １９１，５３１千円 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額  １６，７１４，０８８千円 

 

⑥ 地方自治法第 234 条の 3 に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務 

金額 

該当はありません。 

 

⑦ 管理者と所有者が異なる指定区間外の国道や指定区間の一級河川等及び表示登記が 

行われていない法定外公共物は次のとおりです。なお、当該資産は貸借対照表の資産 

に計上されません。 

該当はありません。 
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⑧ PFI 事業に係る資産 

該当はありません。 

 

（３）行政コスト計算書に係る事項 

該当はありません。 

 

（４）純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上していま 

す。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 

（５）資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支  ▲８４２，５２８千円 

収  入  総  額 １５，４１０，２０１千円 

繰    越    金 ▲６１３，３６４千円 

地 方 債 発 行 額 ▲１，５５８，６００千円 

財政調整基金等取崩額 ▲３２０，０００千円 

支  出  総  額 ▲１５，０６０，０２１千円 

地方債元利償還額（一時借入金を除く） １，２９７，３２６千円 

財政調整基金積立額 １，９３０千円 

 

② 既存の決算情報との関連性                             （単位：千円）  

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 １５，０５７，３２９ １４，７０８，４０２ 

財務書類の対象となる会計の範囲の相違に伴う差額 ３５２，８７２ ３５１，６１９ 

前年度末資金残高 ６１３，３６４          ― 

資金収支計算書 １４，７９６，８３７ １５，０６０，０２１ 

 

地方自治法第 233 条第 1 項に基づく歳入歳出決算書は「一般会計」を対象範囲としている 

のに対し、資金収支計算書は「一般会計等」を対象範囲としているため、歳入歳出決算書 

と資金収支計算書は一部の特別会計（霊苑事業特別会計、住宅新築資金等貸付金特別 

会計、学校給食特別会計）の分だけ相違します。 
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③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

資金収支計算書 

業務活動収支 ６６９，１５３千円 

投資活動収入の国県等補助金収入 ４０１，２８１千円 

未収債権、未払債権額等の増加（減少） ▲２５４，９１１千円 

減価償却費 ▲１，４５６，９６０千円 

固定資産売却損 ▲７８，８５９千円 

賞与等引当金の増減額 ▲６６６千円 

退職手当引当金の増減額 ３７，９９４千円 

徴収不能引当金の増減額 ２，０２８千円 

純資産変動計算書の本年度差額 ６８０，９４０千円 

 

④ 一時借入金 

資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

一時借入金の限度額 ３，５００，０００千円 

一時借入金に係る利子額 ２３０千円 

 

⑤ 重要な非資金取引 

該当はありません。 


